
令和５年度 青果物販売情勢について 

 

令和６年１月１１日（木）現在 

【 果  樹 】 

 

「あんぽ柿」 

 仲卸の在庫は少ない中でトレー品は比較的スムーズな荷動きとなっています。今後、福島県産最盛期を

見据え、やや相場を弱めての販売となる見通しです。 

  

【単価】蜂 屋（４Ｌパック） 特秀 400-350円  青秀 380-330円 

     平核無（４Ｌパック） 特秀 320-300円  青秀 280円 

       蜂 屋（４Ｌ平 箱） 特秀 1500-1300円 青秀 1300-1000 円 

     平核無（３Ｌ平 箱） 特秀 1000円    青秀 1000円 

 

 

【 野  菜 】 

 

「いちご」 

 年明けより売り込みを強めたことから量販店の売り場は徐々に拡大しており、栃木県産もまだ本格的

な増量となっていないことからある程度荷動きはあり、相場は保合となっております。 

  

【単価】250gパック ２Ｌ 450-430円 Ｌ 430-400円 Ａ 400-350円 

 

「春 菊」 

北海道市場の入荷量は横ばい推移となる見込み。京浜市場は関東産の入荷が一時的に減少傾向となる

となるが現状の荷動きは鈍いため相場を弱めながら末端売価を下げて荷動きを促す販売となる見通し

です。 

 

【単価】150gパック ＡＬ 北海道 140-120 東北・京浜 100-80 

 

「に ら」 

 栃木県産がピーク入りし西南暖地ＦＧ物の潤沢入荷も続く見込みから相場はジリ下げの見通しです。 

  

 【単価】100g束 ＡＬ 北海道 90-80円 東北・京浜 70-60円 

 

Ｊ Ａ ふ く し ま 未 来 
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